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要旨 

 

現在、インドネシアでは日本企業の日本駐在員の方々は通訳者として

採用したインドネシア人の人材に対して不満を抱く。これは、勤務後に能

力を磨くよりもやはり語学を学習している間に大学で学習させ、スキル向

上させた方が良いであろう。では、言語能力の中にどの能力を中心にし、

学習した方が良いかは議論になっている。本研究では 4つの言語能力の関

係性を解明する。また、能力を向上させる方法に関して研究する。研究方

法は、文献レビューまたは文献研究である。上記の言語能力において 4つ

とも精密な関係性を持つ。その 4つのうちの「読解力」が他の能力に大き

な影響を与えることが考えられる。また、この「読解力」を向上させるた

めには、「文法」「語彙」の能力を増やす必要がある。そして、「読書」

機会も増やすべきであろう。それによって「文法」や「語彙」以外にも

「文化的知識」も増え、「読解力」も向上できるであろうと考えられる。 

キーワード: スキル向上、「言語能力」、「読解」 

 

A. はじめに 

1. 背景 

今日インドネシアにおいては

日本語学習者の数が上昇すると共

に、日本関係の就職先も多くなっ

てきた。日本企業にて就職できる

という目標を達成するために、日

本語を勉強するインドネシアの学

生が徐々に増えてきた。 

しかし、ここ数年採用する日

本の会社からは、日本語が優秀な

卒業生がなかなか見つからないと

の声が上がる。これは、日本語能

力検定試験（JLPT）N2 や N1 レ

ベルを合格した日本語学習者の数

が少ないからだろう。日本語が流

暢に話せ、漢字も理解できるイン

ドネシア人の方がいるが、採用す

る側の期待に応えられないという

批判の声も出てきた。駐在してい

る日本人の方々は通訳者として採

用したインドネシア人の人材に対

して不満を抱く。勤務している間

に能力を磨くことは可能であるが、



Jurnal Ayumi Vol. 5 No. 1 Maret 2018 (Hlm. 68-76) 

69 

 

最良なのは、やはり卒業前に能力

アップをすることである。競争が

激しい現在においては、言語能力

が優秀で要するに上級レベルを持

っている方を採用したいというの

が外国企業の希望である。ただし、

この希望にはなかなか応えられな

い。 

第 2 言語を習得するには、4

つの言語能力を学ばなければなら

ない。4 つ言語能力とは話すこと、

聞くこと、書くこと、そして読む

ことである。日本語教育上では、

この 4つの言語能力をどのように

して日本語学習者に教えるべきか

に関する議論は多くなされる。本

書では、どのように上級日本語が

習得できるのかこの 4つの言語能

力の中の一つである「読解能力」

を向上させる方法を述べる。 

 

2. 研究問題 

本書の問題点は次の 2 つであ

る。 

a. 読解力は他の言語能力（書く

こと・話すこと・聞くこと）

とどのような関係を持ってい

るのか。 

b. 読解力を上げることによって

どのような影響があるのか。 

 

3. 研究目標 

本書の研究目標については以

下に述べる。 

a. 読解力は言語能力のスキルア

ップにどのような関係を持っ

ているのかを明らかにする。 

b. 読解力のスキルアップ（スキ

ル向上）にどのような影響が

出るのかを 明らかにする。 

 

4. 研究利点 

上記の目標が達成できた場合、

本書の研究結果は日本語教育にお

いての日本語スキルアップに役に

立つ。また、日本語学習者の日本

語能力のスキルを卒業する前に高

められた場合、その人材の価値自

体も上がるだろう。 

 

B. 先行研究 

本節では、先行研究として第

2 言語コミュニケーションが上達

するために日本語教育方法に関す

る論文を紹介する。 
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1. Bozorgian, Hossein （ 2012 

“The Relationship between 

Listening and Other Language 

Skills in International English 

Language Testing System” 

ボゾルギアンは言語能力の

「読む・書く・聞く・話す」の中

で最も影響力があるのは「聞く能

力」だと述べた。筆者は、トルコ

の テ ヘ ラ ンに お い て IELTS

（ International English Language 

Testing System）を受ける 1,800人

のトルコ人に調査を行った。研究

結果は、「聞く能力」は他の言語

能力に大きな影響を招き、他の言

語能力と密な関係を持っていると

いうことが述べられた。IELTS を

受ける人はある程度の英語能力を

持っているということは否定でき

ない。IELTS を受ける前に、事前

対策を行う人も少なくないと考え

られる。どの能力がどの能力に影

響するかはなかなか IELTS 評価

結果から判断しづらいことも考え

られる。実際ボゾルギアンが述べ

たような結果が正しいかどうかは

疑問が残っている。筆者は本書で

多くの文献を研究し、各言語能力

はどのような関係を持っているの

かに関して探る。 

 

2. 阿部祐子（2006）「読解力」

育成に関する研究」 

「読解力」は時代を問わず、

人間が生活していくうえで必要不

可欠な能力であると阿部は述べた。

また、情報を含んだ媒体の種類に

応じて「読解力」育成の取り組み

方を工夫する必要があるとも述べ

られたが、阿部が説明した工夫と

は多くのメディアを利用し、「書

物」及び「書物以外の媒体」の両

方の視点が必要だと述べ、読書の

頻度を増やすことを工夫の一つと

して提案している。本書では、読

書のみではなく読み物の理解が必

要のため、筆者は読書の頻度では

なく、どのように理解度が高める

ことができるのかを中心とし、深

く探る。 

 

C. 研究方法 

本研究においては文献研究

（Literature Review/LR）を行い、

科学的資料を分析する。Garrard

（2011）：LR は「特定のトピッ
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クに関 する科学的資料の分析で

ある。研究目的を評価 し、科学

的方法の適切さと質を決定し、著

者によって提示された研究課題と

その答に対する分析方法を精査し、

異なる研究から得られた知見を要

約し、最終的な知見に対する客観

的な統合結果を書き上げるために，

それぞれの研究を注意深く読み 

込むことが要求される。 

本研究においては、まずは科

学的な文献（ジャーナルや書物や

ネット上で投稿される科学的資料

など）を探り、内容を確認した後

にテーマ別に分ける。研究問題に

関連する資料に焦点を絞り、詳し

く解説する。その後、分析し、結

論を述べる。課題として残ったも

のに関しては今後の課題として考

え、結論を記述する。 

 

D. 分析 

1. 言語能力の関連性 

言語能力は基本的に「聞く・

話す・読む・書く」の 4つの技能

で表現される。これら 4つの技能

は独立したものなのか、互いに密

な関係を持っているものなのかは

明らかではない。一般的な母語の

習得順序を考えると、人は生まれ

て間もなく両親や養育者の話す言

葉を聞き、それをまねて話すよう

になる。そして幼児期に絵本を読

み、聞かされ、文字を覚えて、ま

ねて書くようになることを考える

と、言語は「聞く→話す→読む→

書く」の順で習得され、これら 4

つの技能は密接に関わりがあるこ

とは否定でき ない（Oishi, 2001）。 

ボゾルギアン（2012）も言語

能力の「読む・書く・聞く・話す」

の中で最も影響力のある言語能力

は「聞く能力」だと結論を出した。

彼の研究は、トルコのテヘランに

お い て IELTS （ International 

English Language Testing System）

を受ける 1,800 人のトルコ人に調

査を行った。研究結果として「聞

く能力」は他の言語能力に比べ、

大きな影響を与えることが明らか

になった。また、他の言語能力と

密な関係を持っているということ

が述べられた。言語能力の検定試

験のような IELTS を受ける人は

ある程度の英語能力を持っている
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ということは否定できない。

IELTS を受ける事前に、事前対策

を行う人も少なくないと考えられ

る。どの能力がどの能力に影響す

るかはなかなか IELTS 評価結果

から判断しづらいことも考えられ

る。 

筆者は上記のボゾルギアンと

異なり、本書では多くの文献を研

究し、各言語能力はどのような関

係を持っているのかに関して探っ

てみたい。本当に「聞く能力」が

他の言語能力に影響するのだろう

か。未だにその 4つの言語能力の

うち、どの能力が一番他の能力に

影響を及ぼすのかを議論になって

いる。 

語学教育といえば、最初に挙

げられるのは、「文法」と「語彙」

であろう。外国語教育においては、

母語教育と異なり、数語からなる

挨拶の決まり文句と、それに続く

会話のやり取りから始まることが

多い。会話を続かせるためには、

例えば、基本的な名刺や動詞の組

み合わせ方がどのような形に変わ

るか、などその仕組みを学習する。

その基礎だけを考えてみると、

「文法が語学学習の根本的な出発

点になるのではないかと考えられ

る。それに伴う「語彙」の必要性

も不可欠なものになる。認知言語

学では、「語彙」と「文法」を連

続したものと考える。 

「語彙」と「文法」は語学を

学習する認知力として不可欠なも

のである。これが、日本語言語能

力にどういう関連を持っているか

を明らかにしよう。「語彙」と

「文法」を言語取得力のレベルに

伴い、ある程度把握できる場合、

言語能力にも影響を与えてくる。 

また、「文法」と「長文」に

関しても、不可分の部分がある。

たとえば、強調構文や目的語文頭

繰上げなどは、情報の流れによっ

て、用いるのが適切で あったり、

用いるのが不適切であったりする。 

以上のように、「文法」には、

基本的な文型に関するきめ細かい

知識から、 「会話」や「テキス

ト」における流れの中で適切性が

決まるようなことまで、 多岐に

わたる。 「語彙」は従来、その
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ような分類整理がされている、

「会話」や「長文読解」や、テー

マ別・場面別会話テキスト、テー

マ別読み物などにより付随的に学

習できると考えることもできるが、

大学教養課程において 語彙力を

格段に増やす上で、 vocabulary 

building という独立した科目を立

てること自体は、新しい試みとし

て試行する価値はあるであろう。

ただし、現在はまだ実行されてい

ない。 

「会話」より「長文」を含む

「読解」の方が「文法」、「語

彙」、「情報の流れ」、「文化的

知識」が入っていると考えられる。

「読解」の能力を向上させること

によって、文法知識や語彙知識が

増える可能性が高い。それによっ

て、会話力、記述力、聴解力も向

上できると考えられる。聴解力は

耳を慣らす必要があり、聞く練習

が必要とされるのは否定できない

が、語彙知識が増えることによっ

て話の流れが理解できる確率は多

くなるのではないかと考えられる。 

筆者が考えている 4 つの言語

能力の関係性とは、「読解力」を

高めることによって、「文法」、

「語彙」、「文化的知識」なども

向上させ、「会話力・話す能力」、

「聴解力・聞く能力」、「記述

力・書く能力」にも大きな影響を

与え、日本語能力全体が上達でき

るという精密な関係性を持ってい

る。 

 

2. 「読解力の学習方法」 

阿部（2006）が記述した通り、

「読解力」は時代を問わず、人間

が生活していくうえで不可欠な能

力である。「書物」などは、時代

に合わせ記述されるものである。

「書物」を通して、その時代の流

れ、当時の人々の考え方などが理

解できるようになる。「文法」や

「語彙」はもちろん、文章に含ま

れる文化的知識も理解度を高める。

阿部は読書の頻度を多くすること

によって、「読解力」も高めるこ

とができると述べたが、工夫は頻

度のみでなく、「読書」の内容理

解自体の能力を増やすべきであろ

う。 
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「読解力」の向上の前に、

「文法」の数、語彙の数も増やす

のが理想的であるが、文章全体の

理解で「文法」や「語彙」の意味

を推測することが大事である。正

しい理解になっているかどうかは

読書する時に読み物の結論のとこ

ろに確認できると考える。 

学年やレベルによる「文法」

や「語彙」の数を決め、日本語教

育の中に設定するべきではないだ

ろうか。ある程度決められた「文

法」「語彙」の数が把握できた時

点で読書をすると、より理解がで

きるであろう。 

 

E. 結論 

多くの文献を考察し、筆者は

以下の結論を考えた。 

1. 結論 

本書の結論として以下に記述

する。 

a. 外国語を学習する時、4 つの

言語能力があり、「読む」、

「書く」、「話す」、「聞く」能

力がある。各能力は精密な関

係性を持っている。一つの能

力が他の能力に影響を与える

ことが明らかになった。どれ

が最も他の能力への影響力を

持つのは議論になっているが、

本書では理論的には「読解力」

が一番影響を与えていると解

明できた。 

b. 「読解力」を高める方法とし

ては、「読書」の回数または

頻度を増やすこと以外に、

「文法」「語彙」能力も増や

す必要があると考えられる。

それによって、文法知識、語

彙知識、尚且つ文化的知識も

増えてくるのではないかと考

えられる。 

 

2. 課題 

これからの研究として次の課

題が残っている。 

a. 上記の研究は理論的に探った

研究結果であり、調査や事例

研究を行う必要があると考え

る。 

b. 読解力を高める方法に関して

も実証しなければならない。

これから別のプロジェクトと

して考えている。 
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